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このように地元に密着した酒造りへの姿勢は、代表銘柄である「基峰鶴」の名称の由来が、基
ㆌ

山
㆖ ㇓

の山
㆕ ㇓

塊
ㆉ ㆂ

を悠然と舞う鶴の優美な姿から付けられたことに見ることができる。基山商店の酒は、木山口町内の居酒

屋に常備され、町民はもとより来訪者の疲れを癒す酒として、間宿としての風情を現在も保ち続けるととも

に、町内の神事の多くに「基峰鶴」がお神酒として奉納されている。

長崎街道の間宿として栄えた木山口町は、長崎街道の往来だけでなく近隣の町から博多 -熊本方面への

物流路として生かされ、多くの人々が集う。昭和期からは毎年12 月には「きやまの市」が開催され、隣接

する鳥栖、小郡からも商品や出店の品を求めて多くの人々が集い、年末の風物詩として賑わうとともに、子

どもたちの楽しい娯楽の場を提供していた。その「きやまの市」は、長崎街道沿いに出店され、時にはサ

ーカスや見世物小屋、映画館等も開かれ、多くの人々が集い遊べる空間として年末の風物詩として知られて

いた。現在は、小規模ながら舞台を JR 基山駅前の商店街に移し、当時の名残を感じさせている。���

❹若宮八幡神社の十日恵比須祭
【しめ縄打ち】

毎年12 月初旬、若宮八幡神社拝殿西側、宝暦４年 (1754) 建築の観音堂の前の広場を舞台に、３

区、８区など関係する氏子たちによってしめ縄の素であるさしわらつくりが進められる。さしわらが多

量に出来上がると、拝殿南西に育つ大楠の枝をしめ縄掛けに利用し、「エ〜サ、ヨイ、ヨイ、ヨイ、ヨ

イ」の掛け声とともにしめ縄が打たれていく。しめ縄打ちは、若宮八幡宮の年末の風物詩となっている。

氏子たちによって打たれたしめ縄は、長崎街道沿いの明和４年（1767）寄進の鳥居、拝殿、そして十

日恵比須の主役である恵比須神を祀る石製神殿の前に掛けられる。

資料 木山口大安売り風景�昭和 25 年 (1950)

写真 住吉神社に奉納される「基峰鶴」 写真 隼鷹天神社直会「基峰鶴」
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【十日恵比須祭】

この祭りについては、昭和 28 年

（1953）の基山町商工会資料に「十

日恵比須祭」との記載があること

から、少なくともこれ以前より行わ

れていたことがうかがえる。

毎年１月10日の午前５時より境

内で薪を焚き、神事が執り行われ、

参詣者にはお神酒、スルメ、昆布

が振る舞われる。現在は、午前６

時 30 分に神事が執り行われ、午

前７時から参詣者を迎え入れる。

恵比須祭の特徴として、由来は不明ながら、恵比須さんより小銭程度のお金を借用する行為が行われ、

翌年の１月10日に倍返しを条件に、貸出帳簿に住所、氏名、電話番号、借り入れた金額を記入し借

用する。約束不履行の場合は、氏子の中から取立人が借用者宅まで出向き返済を求めることもある。

このお金はすぐに使った方がご利益があると言い伝えられている。

写真 十日恵比須祭時の神殿と大楠 写真 恵比須神社石製神殿

写真 恵比須さんからの借用帳簿

写真 十日恵比須祭の神事の様子

  写真 十日恵比須祭に関する基山町商工会資料（昭和 28 年（1953））

図 若宮八幡宮氏子居住地
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⑶�おわりに

本町は、古くから古代官道や長崎街道といった福岡平野と筑紫平野を結ぶ幹線ルート上に位置する交通

要衝の地であった。また、肥前国の東端にある筑前国・筑後国との国境の地であるとともに江戸時代を

通して対馬藩領として治められるという、周辺地域とは異なる歴史の中で特徴のある文化が育まれてきた。

その名残として長崎街道沿いには、筑紫野市との境界に二国境石、白坂集落や木山口町には田代売薬に

関する天本家住宅・西海製薬社屋、さらには造酒屋や若宮八幡神社などの建造物が往時の人・物の交流

を物語っている。そして、これらの建造物群を舞台として、今も続く人々の営みや祭事といった活動が木山

口町の歴史的風致を形成している。

図 木山口町にみる歴史的風致


